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デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、弊社WEBサイト(https://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。

NT-WL20BK・SVワイヤレスUSBテンキー取扱説明書

この度は、ワイヤレスUSBテンキー「NT-WL20シリーズ」(以下本製品)をお買い上げいただき誠にありがとうございます。こ
の取扱説明書では、本製品の使用方法や安全にお取扱いいただくための注意事項を記載しております。ご使用の前によくご
覧ください。読み終わったあともこの取扱説明書は大切に保管してください。

■対応機種：Windows搭載（DOS/V）ノートパソコン＜USBポート（Aタイプコネクタ）を持つ機種＞
■対応OS：Windows 10・8.1・8・7

●ケーブルを気にせず使えるワイヤレスタイプ。
●女性でも安心、長い爪でも引っかかりにくいアイソレーションタイプのキーボード。
●エクセルなどの表計算ソフトに便利な「Tab」キー付。
●会計処理に便利な「00」キー採用のテンキー。
●デスクトップキーボードと同じ19mmキーピッチを採用。
●軽快なキー入力が可能なうす型メンブレンタイプ。
●NumLock非連動の安心設計。
●Windows標準ドライバで動作可能。挿すだけで使えます。

注　意
●パソコンの機種によっては､サスペンドモード(スリープモード･スタンバイモード)後にUSBテンキーを認識しない
場合があります｡この時は接続しているUSBコネクタをいったん引き抜いてからもう一度接続し直してください。

●航空機内でのご使用は、計器に影響を及ぼす可能性があるので使用しないでください。
●本製品は電気で動作しておりますので、発火する恐れがあります。万一煙が出たり変なにおいがした場合は、本製品及
び接続しているパソコンや機器の電源を切り、お買い上げの販売店又は、弊社までご連絡ください。

●雷がなっている時に、本製品に触れないでください。
　▲落雷により感電する恐れがあります。
●本製品のカバーを開けたり、分解しないでください。
　▲故障や感電の原因となることがあります。
●濡れた手で本製品に触らないでください。
　▲本製品がパソコンに接続されている時には、感電する恐れがあります。
●本製品内部に液体、金属などの異物が入らないようにしてください。
　▲感電や火災、故障の原因となることがあります。
●本製品に強い振動や衝撃を与えないでください。
　▲故障・破損などの原因となることがあります。
●本製品を水分や湿気の多い場所、直射日光の当たる場所、ホコリや油煙などの多い場所、車中や暖房器具のそばな
どの高温となる場所に設置したり、保管しないでください。

　▲故障・感電などの原因となることがあります。
●本製品を重ねて設置したり、本製品の上に重いものを置かないでください。
　▲火災や故障の原因となることがあります。
●本製品は不安定な場所に設置したり、保管しないでください。
　▲落下により故障・破損の原因となることがあります。
●本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失についての保証はいたしかねます。
　▲定期的にバックアップを取るなどの対策をあらかじめ行ってください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの揮発性有機溶剤が含まれているものは使用しない
でください。

　▲塗装を痛めたり、故障の原因になることがあります。乾いた柔らかい布で乾拭きしてください。
●本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる設備や機器、及び高度
な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組込みや使用は意図されておりません。これらの用途に本製
品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。

●本製品は日本国内用に作られております。日本国外の規格等には準拠しておりません。

パソコンの電源を入れます。Windowsが完全に起動してから、本製品の受信機をパソコンのUSBポートに接続します。
タスクトレイ(デスクトップ右下)に接続完了のメッセージが表示されます。以上で接続完了です。

1)保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法
で無償修理いたしますので、保証書を製品に添えてお買い上げの販売店までお持ちください。
2)次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　①保証書をご提示いただけない場合。　
　②所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。　
　③故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
　④故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
　⑤天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷の場合。
　⑥譲渡や中古販売・オークション・転売などでご購入された場合。
3)お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお受けいたしかねます。
4)本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を負わないものとします。
5)本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての補償はいたしかねます。
6)本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設
備や機器やシステムなどへの組込みや使用は意図されておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じ
ても弊社はいかなる責任も負いかねます。
7)修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8)保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9)保証書は日本国内においてのみ有効です。

保証規定

取扱い上のご注意

本製品を使用する際の注意
本製品は2.4GHz周波数帯域を使用しています。
2.4GHzはBluetoothや無線LAN機器と同じ周波数帯域であり、同じ周波数帯域を使用する他の機器に影響を与え
ることがあります。

この機器の使用周波数帯域は2.4GHz帯です。この周波数では電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか、他の
同種無線局、工場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の構内無線局、免許を要しない特
定小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。

1.この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。
2.万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを
変更するか、使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。

動作環境

特長

接続の手順

製品の機能説明

インターネットに接続されたWindows 7やWindows 10・8.1・8のパソコンで、テンキーを接続してもし
ばらく認識しない場合があります。このような場合、初期USB機器接続時のドライバのインストール中、
Windowsが最新ドライバを自動的に検索する機能が働いている場合があります。使用可能なマウスやタッチ
パッド・タッチパネル操作で、下記解決方法をお試しください。

最初に接続すると、タスクバー右下に右記のようなメッセー
ジが出ます。
（このウィンドウは、設定に関係なく表示されます）
ウィンドウをクリックすると、ドライバのインストール状況が
確認できます。
ここで、「Windows Updateを検索しています…」と表示
され、しばらく検索が続きます。

■最新ドライバを自動検索している時に表示されるウィンドウ

Windows 7またはWindows 10・8.1・8パソコン使用時に、
テンキーを接続してもしばらく認識しない場合の対処法について

【1】使用されているパソコンのインターネット接続を無効にする。
　　パソコン本体のワイヤレススイッチをOFFにしたり、ケーブ
　　ルを抜くなどでネットワークから切り離してください。

■解決方法

【2】Windowsのドライバインストール設定を変更する。
　　下記、手順①は、OSバージョンにより操作方法が異なります。
　　 ご使用のOSの項目をご覧ください。

【3】Windows Updateの検索をスキップする。

①＜Windows 7の場合＞
　(変更後は元に戻されることをおすすめします)
　・「スタートメニュー」を開き、「デバイスとプリンター」を開きます。

①＜Windows 10・8.1・8の場合＞
　(変更後は元に戻されることをお薦めします)
　・画面左下にある「Windowsマーク」に カーソルを合わせ、
　 右クリックします。
　・「コントロールパネル」を選択します。

・「ハードウェアとサウンド」内の「デバイスとプリンター」を
 開きます。

②使用しているパソコンのアイコンが出ますので、
右クリックします。

③表示されるメニュー内の「デバイスのインストー
ル設定」をクリックします。

④「いいえ」を選択し、「コンピューター上で・・・」か「Windows Updateから・・・」を選択し、「変更の保存」をクリックし
て完了です。その後、USB機器の接続を行ってください。

電池の挿入

受信距離

本体裏面の電池カバーを外し、単四電池1本を正しい向きに挿入してください。

ドライバインストール時の状態表示ウィンドウ内で、（「最新ドライ
バを自動検索している時に表示されるウィンドウ」を参照)
「Windows Update からのドライバーソフトウェアの取得を
スキップする」をクリックします。
すると、自動的に検索がストップしますが、完了するまでに時間
がかかります。
場合によっては、解決できないことがあります。

＜各OS共通＞

半径1.5m

半径10m(2.4GHzワイヤレス)

従来のワイヤレス
（27MHz）

本製品のワイヤレス（2.4GHz）本製品のワイヤレス（2.4GHz）

※ただし、金属製の机など電波障害のおこりやすい
環境でのご使用の場合、受信距離が短くなる場合
があります。

レシーバーとテンキーの受信距離は最大約10mです。
（障害物のない、直線距離の環境において）

NumLockキー
テンキーのNumLockをON・OFFします。

ステータスLED
NumLockがONの時 ： 緑色LEDが点灯。
NumLockがOFFの時 ： LEDが消灯。
電池残量が少なくなると、キ一入力の際緑色LEDが点滅します。電池交換を行ってください。

スリープモード
本製品は8分間以上入力作業を行わない場合、自動的にスリープモードに入ります。
スリープを解除するには、テンキー上のキーを押すことで解除されます。
スリープを解除する時に押されたキーは入力されません。

入力キー
NumLockがON(緑色LED点灯)の時 ： 数字入力が有効になります。
NumLockがOFF(LED消灯)の時 ： 「矢印」キーや「PgUp」「PgDn」 が有効になります。
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